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Ｈ２４地域懇談会における検討状況の報告 
 
１ 各池の基本方針(案) 

 各池の特徴から、各池の基本方針(案)を策定した。 

 
 各池の特徴  

 

鷹匠橋

中村橋

湘南台大橋

下土棚大橋
（県）横浜伊勢原線

六会橋

上河内橋

 

基本方針（案） 利用のイメージ 

A 

池 

・広く、細長い 

・高校、住宅地に隣接し、 

様々な利用者が想定される 

・管理棟に隣接・自然が豊か 

・背後の土地が土地区画整 

 理事業予定地 

【２次池底面積：25,600 ㎡】 

・池の広さを活かし、様々な利

用者が自由に使う場所とす

る 

「様々な活動の空間」 

B 

池 

・囲まれ感がある 

・まとまった広さが必要な活動は困難 

・住宅地や管理棟に隣接 

・対岸は土地区画整理事業予定地 

【２次池底面積：7,600 ㎡】 

・排水施設や一次池を活かす

ことが出来る施設を導入する 

「水と親しみ、憩う空間」 

C 

池 

・まとまった広さが必要な活動が可能  

・住宅地に隣接 

・対岸は土地区画整理事業予定地 

【２次池底面積：16,200 ㎡】 

・整形な形状を活かすことが出

来る施設を導入する 

「活発なスポーツ利用空間」 

D 

池 

・囲まれ感がある 

・まとまった広さが必要な活動は困難 

・高齢者世代の利用が想定される 

・他の池から独立 

・対岸は土地区画整理事業予定地 

【２次池底面積：9,000 ㎡】 

・高齢者世代の利用を考慮し、

複雑な形状の池でも対応で

きる施設を導入する 

「憩いや休息の「庭」空間」 

 

（A 池 下流方向）                    （A 池 上流方向）                （Ｂ池）                       （Ｃ池）                       （Ｄ池） 
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２ 導入施設の整備方針(案) 

 地域懇談会ので、施設に関する意見をもとに、各施設の整備方針(案)を取りまとめた。 

 

施設の内容 意見 意見の総括  課題  方針 

ジョギング・ 

ウォーキング・ 

散歩コース 

・ 高齢者健康維持  

・ 緑の回遊路  

・ 緑道を繋げる 

第 2 回 安全で心地よいコース設定  
・周回コースの設定 

・安全で心地よい歩行空間の確保 
 

・池内のコース及び管理用通路を活用した 

コースを整備する 

・安全で緑豊かな回遊コースとする 

サイクリングロード 

・ 池内及び管理用通路に設定 

・ 安全な動線の設定が必要 
第 3 回 

広域の計画と連携した、安全なコース設定 

 ※広域の計画と連携し、引地川沿いの連続した 

コース設定が必要なため、管理用通路（遊歩道）の 

活用例に留める。 

 

 ・ 広域の計画と連携して設定 

・ 管理用通路に設定 

・ 安全な動線の設定が必要 

第 3 回   

サッカー場 

・ スポーツ場が身近にない 

（グラウンドの取り合いになる状況） 

・ 芝のグラウンド 

第 2 回 

多目的広場の活用例 

 
※公共性の観点から、 

専用施設の整備は行わないものとした。 

 

 

・ 多目的に利用できるが、 

必要な広さがある程度決まっている種目に対応 
第 3 回   

野球場 

・ 少年・軟式野球に対応 

・ マウンドを作らなくてもよい 
第 2 回 

多目的広場の活用例 

 
※公共性の観点から、 

専用施設の整備は行わないものとした。 

 

 
・ 多目的に利用できるが、 

必要な広さがある程度決まっている種目に対応 
第 3 回   

パークゴルフ場 ・ 高齢者スポーツへの対応 第 2 回 多目的広場の活用例  
※公共性の観点から、 

専用施設の整備は行わないものとした。 
  

兼用スポーツ施設 

・ 場の提供が必要 第 2 回 

運動に専念できる空間の確保 

 

常設設備と可動式により対応する設備の区分 

 ・サッカー、野球を行う空間を確保する 

・土の広場とする 

・移動式設備により、様々なスポーツに対応する 
・ 移動式の設備で対応 第 3 回   

多目的広場 

・ 芝生 必要⇔維持管理費が高い 

・ 施設は必要無い  

・ 花の植栽 

第 2 回 
軽微な運動を楽しめる広場の整備 

思い思いに憩える広場の整備 
 
・多様な活動に対応した空間の整備 

・ニュースポーツや生涯スポーツへの対応 
 

・特別な施設は設けない 

・芝生の広場と土の広場を設ける 

・ペタンク、グラウンドゴルフ、 

ターゲットバードゴルフの利用を想定する 

市民農園 

・ 周辺住民が利用する 

・ 利用者に清掃の協力を仰ぐ 

・ 季節の花の農園 

第 2 回   
※冠水時の補償問題等を懸念し、 

整備しないこととした。 
  

ビオトープ・ 

自然観察園 

・ 虫の発生増 

・ 近隣の理解が必要 

・ 子供が自然とふれあえる場 

第 2 回 

自然にふれあう空間の確保 

 ・自然とのふれあいの場としての空間整備、運用 

・水の確保 

 
・自然とのふれあいの場として、 

立入り可能な空間とする 

・地下水を活用する 
・ 立ち入り可能とする 

・ 管理体制は、来年度以降にて検討 
第 3 回   

親水空間 
・ きれいな水が必要 

・ 水とふれあえる場 
第 3 回 きれいな水にふれあう空間の確保  

・きれいな水とふれあえる場としての空間整備 

・水の確保 
 
・きれいな水とふれあえる場とする 

・地下水を活用する 

トイレ・手洗場 

・ 地下水利用による水道代の節約 第 2 回 

使いやすい位置に配置  ・冠水しない場所への設置  ・冠水しない位置に整備する ・ 冠水しない位置に配置 

・ 下水道との連携 
第 3 回 

駐車場 
・ 交通量、駐車場が課題 第 2 回 

使いやすい位置に配置 
 
・利用しやすい位置へ適切な配置 

 
・各池に整備する 

・ 各池に配置 第 3 回   

倉庫 
・ 草刈り道具の収納 第 2 回 

整備後の利活用に応じて整備 
 
・冠水しない場所への設置 

 
・冠水しない位置に整備する 

・ 冠水しない位置に配置 第 3 回   

 



 

 

３ 下土棚遊水地上部利用計画（素案） 

 


